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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
1
月
、
2
月

の
新
年
会
関
係
の
行
事
は
開
催
で
き
ま

し
た
が
、
3
月
か
ら
公
立
学
校
が
休
校
、

4
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
は
行
事
が
こ
と
ご
と
く
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
中
止
と
な
り
ま
し
た

主
な
行
事
を
挙
げ
ま
す
と
、
公
立
小
中

学
校
の
卒
業
式
・
入
学
式
、
町
会
も
含

む
諸
団
体
の
定
期
総
会
、
本
所
消
防
団

操
法
審
査
会
、
隅
田
川
花
火
大
会
、
す

み
だ
ま
つ
り
な
ど
で
す
。
飛
木
稲
荷
神

社
の
例
大
祭
は
縮
小
し
て
、
合
同
防
災

訓
練
は
第
2
波
と
第
3
波
の
合
間
で
人

数
を
絞
り
本
所
防
災
館
の
感
染
症
対
策

基
準
に
則
っ
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
飛
木
稲
荷
神
社
の
11
月
23
日

の
新
嘗
祭
、
今
年
に
入
り
1
月
1
日
の

元
旦
祭
も
各
町
会
2
名
ま
で
と
全
総
代

が
集
ま
る
こ
と
は
し
な
い
形
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
第

3
波
の
到
来
で
、
昨
年
の
大
み
そ
か
に

は
東
京
で
新
規
感
染
者
数
が
千
人
を
超

す
事
態
と
な
り
、
2
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
で
、
1
カ
月
間
の
自
粛
生

活
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣

言
が
解
か
れ
て
も
大
勢
の
人
が
集
ま
る

行
事
は
中
止
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
、
墨
田
区
新

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

多
賀
康
之

多賀会長題字

年
祝
賀
会
、
本
所
警
察
署
武
道
始
式
、

協
力
三
団
体
賀
詞
交
歓
会
、
本
所
消
防

署
協
働
団
体
合
同
新
年
会
、
業
平
小
・

本
所
中
関
連
の
新
年
会
な
ど
も
す
べ
て

中
止
で
あ
る
旨
の
連
絡
が
入
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
行
き
渡
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
打
ち
勝
つ
こ
と
に
よ
り
、
開
催
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
々
、
交
通
部
か
ら
次
年
度

の
区
民
傷
害
保
険
加
入
の
お
願
い
に
伺

う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
朝
が
来
な
い
夜
は
な
い
」「
春
の
来

な
い
冬
は
な
い
」
昼
の
時
間
が
一
番
短

い
冬
至
の
日
に
授
け
て
い
た
だ
く
「
一

陽
来
復
」
の
お
守
り
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
は
、
日
が
一
日
一
日

長
く
な
っ
て
く
る
。「
よ
く
な
い
事
の
続

い
た
後
に
、
良
い
事
が
め
ぐ
っ
て
来
る
」

と
い
う
意
味
で
す
。
希
望
を
持
っ
て
、

気
持
ち
だ
け
で
も
明
る
く
、
元
気
に
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。
最
後
に
、
町
内

の
皆
様
な
ら
び
に
町
会
役
員
の
方
々
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
、
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【

総

務

部

長

】

大
橋
　
祥
子

押上一丁目仲町会のホームページ : http://www.oshinaka.com

　

 

町
会
の
皆
様
に
は
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
、
例
年
と
は
異
な
る
静
か
な
お
正

月
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

【
那
須
高
原
キ
ャ
ン
プ
の
思
い
出
】

　

今
か
ら
40
数
年
前
、
私
達
し
ら
と
り
子

供
会
は
、
一
泊
二
日
の
行
程
で
キ
ャ
ン
プ

を
挙
行
し
て
い
ま
し
た
。
一
年
目
二
年
目

は
霧
降
高
原
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
が
、
こ
の

年
は
、
私
が
学
生
時
代
に
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

の
夏
合
宿
で
お
世
話
に
な
っ
た
西
那
須
野

に
あ
る
喰
初
寺
と
い
う
弘
法
大
師
に
ゆ
か

り
の
あ
る
お
寺
を
、
十
数
年
ぶ
り
に
訪
問

し
て
宿
泊
を
お
願
い
し
た
所
、
二
〜
三
十

人
な
ら
良
い
で
す
よ
、
と
い
う
事
で
許
可

を
頂
き
ま
し
た
。
本
当
の
処
、
ま
さ
か
今

で
も
宿
泊
出
来
る
な
ん
て
思
い
も
よ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
い
よ
い
よ
出
発
当
日
の
早

朝
沖
山
牛
乳
店
前
に
集
合
で
す
。

　

参
加
人
数
は
、
大
人
5
名
、
子
供
18
名

の
総
勢
23
名
の
団
体
で
す
。
切
符
は
早
朝

に
も
か
か
わ
ら
ず
前
田
（
婦
）
さ
ん
が
手

配
し
て
く
れ
ま
し
た
。
東
北
線
上
野
駅
発

黒
磯
行
き
の
鈍
行
列
車
で
約
3
時
間
の
運

行
で
す
。

　

上
野
駅
で
列
車
に
乗
り
込
み
、
各
自
自

分
の
席
に
落
ち
着
く
と
、
大
人
も
子
供
も

天
気
の
良
さ
に
何
と
な
く
ウ
キ
ウ
キ
し
て

に
ぎ
や
か
で
し
た
。
よ
う
や
く
黒
磯
駅
に

到
着
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
那
須
湯
本
行

き
の
バ
ス
に
乗
り
継
ぎ
で
す
。

　

こ
の
日
、
バ
ス
は
乗
り
合
い
バ
ス
で
す

が
、
他
に
乗
客
は
一
人
も
居
な
く
貸
し
切

り
状
態
で
し
た
。
子
供
達
は
大
は
し
ゃ
ぎ

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
バ
ス
は
両
側
に
ク
ヌ

ギ
や
コ
ナ
ラ
等
の
背
の
高
い
木
に
囲
ま
れ

た
那
須
街
道
を
那
須
湯
本
に
向
け
て
出
発

で
す
。
木
々
は
青
々
と
茂
り
空
は
紺
碧
の

空
で
す
。
木
々
の
木
洩
れ
日
に
も
そ
の
清

涼
感
は
、
東
京
で
は
味
わ
え
な
い
も
の
で
、

バ
ス
の
中
の
子
供
達
も
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ

ン
プ
の
期
待
感
を
思
っ
て
、
朝
露
に
輝
く

緑
の
景
色
を
笑
顔
で
眺
め
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
宿
泊
地
で
あ
る
喰
初
寺
に
到
着
し

ま
し
た
。

　

住
職
ご
夫
妻
の
出
迎
え
を
受
け
、
私
た

ち
も
大
き
な
声
で
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
」
早
速
今
日
の
寝
室
と
な
る
庫
裡

と
本
堂
を
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
庫
裡

は
女
子
、
本
堂
は
男
子
と
助
言
を
頂
き
ま

し
た
の
で
、
早
速
各
自
荷
物
を
置
き
落
ち

着
き
ま
し
た
。
今
日
の
行
事
予
定
は
茶
臼

岳
登
山
で
す
。
昼
近
く
に
お
寺
を
出
発
し

那
須
街
道
を
湯
本
に
向
け
歩
き
、
湯
本
か

ら
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
ら
ず
に
、
登
山

道
を
歩
く
事
に
し
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
な
ら
4
〜
5
分
で
行
け
る
の
で
す
が
、

4
〜
50
分
か
け
て
登
山
し
ま
し
た
。
茶
臼

岳
の
頂
上
は
、
大
き
な
花
崗
岩
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
て
い
て
各
自
気
を
つ
け
な
が
ら
場
所

を
選
び
、
早
速
昼
食
に
し
ま
し
た
。
近
く

に
は
、
那
須
連
山
、
遠
く
に
は
日
光
連
山

の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
昼
食
で

す
。
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
下
山
の
時
間

で
す
。
元
の
登
山
道
へ
戻
り
、
那
須
街
道

に
出
て
一
時
間
半
程
で
お
寺
に
到
着
し
ま

沖
山
　
泰
則

し
た
。
到
着
後
は
庫
裡
と
本
堂
に
分
か
れ

て
各
自
思
い
思
い
に
休
息
を
と
り
ま
し
た
。

夕
食
後
、
子
供
達
に
は
伝
え
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
肝
試
し
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

お
寺
の
境
内
に
は
草
木
が
う
っ
そ
う
と

茂
り
裏
手
に
は
お
墓
も
あ
り
ま
す
、
肝
試

し
に
は
格
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
大

人
が
四
か
所
に
一
人
一
人
潜
ん
で
子
供
達

が
来
る
の
を
待
つ
の
で
す
が
、
と
こ
ろ
が
、

待
っ
て
い
る
大
人
達
の
方
が
逆
に
、
回
り

の
草
木
が
カ
サ
カ
サ
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と
す
る
と

鳥
肌
が
立
つ
程
、
不
気
味
な
思
い
を
し
た

よ
う
で
す
。
子
供
達
は
と
い
う
と
、
大
声

で
ワ
ー
ワ
ー
キ
ャ
ー
キ
ャ
と
む
し
ろ
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
結
局
大
人
の
肝

試
し
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。　

　

キ
ャ
ン
プ
二
日
目
、
経
験
の
な
い
お
寺

の
宿
泊
は
子
供
達
に
と
っ
て
は
、
結
構
楽

し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
朝
、
ラ
ジ
オ
体
操
、

朝
食
を
済
ま
せ
、
お
寺
の
回
り
を
小
散
歩

し
ま
し
た
。
今
日
は
お
寺
か
ら
歩
い
て
10

分
程
の
所
に
あ
る
西
那
須
野
小
学
校
の
校

庭
を
使
用
す
る
事
が
出
来
る
様
に
な
り
ま

症
の
ニ
ュ
ー
ス
一
色
で
、
憂
鬱
な
毎
日

で
す
が
、
新
薬
、
ワ
ク
チ
ン
等
早
急
に

接
種
で
き
、
安
心
な
日
々
に
戻
れ
る
様

に
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

町
会
も
限
ら
れ
た
行
事
の
み
で
、
10

月
18
日
（
日
）
押
上
一
丁
目
町
会
と
の

合
同
防
災
訓
練
を
、
本
所
防
災
館
に
て

体
験
し
て
来
ま
し
た
。
12
月
20
日
（
日
）

町
会
会
館
大
掃
除
を
、
12
名
の
協
力
で

行
い
ま
し
た
。
寒
い
中
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
町
会
賀
詞
交
換
会
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
町
会
の
皆

様
に
は
体
調
に
充
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
今
後
も
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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編
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後
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】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井
　
正
男

二
六
、
地
名
の
変
遷
（
消
え
た
地
名
）

㈠ 

旧
地
名
の
名
残
り

　

東
武
亀
戸
線
小
村
井
駅
・
東
あ
ず
ま

駅
（
開
業
当
初
は
平
井
街
道
駅
）
の
駅
名
、

隅
田
小
学
校
・
第
〇
寺
島
小
学
校
・
吾
嬬

○
○
小
学
校
・
小
梅
小
学
校
等
の
学
校
名
、

請
地
児
童
公
園
・
小
梅
児
童
公
園
の
公
園

名
、小
梅
通
り
の
名
称
は
、い
ず
れ
も
、（
現

在
は
消
え
て
し
ま
っ
た
）
昔
の
地
名
に
由

来
し
て
い
ま
す
。
区
内
に
は
こ
の
他
に
も

旧
地
名
が
名
付
け
ら
れ
て
い
る
民
間
の
施

設
や
公
共
施
設
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
墨
田
区
北
部
の
地
名
の
変
遷
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。

㈡ 

こ
こ
は
南
葛
飾
郡
請
地
村
だ
っ
た

　

江
戸
か
ら
明
治
に
な
り
墨
田
区
北
部
は

葛
飾
郡
の
一
部
で
、
こ
の
辺
り
は
東
京
府

葛
飾
郡
請
地
村
で
す
。
村
の
広
さ
は
東
西

に
長
く 

、
東
端
は
中
井
堀
（
現
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
花
王
の
間
の
通
り
）
ま
で
あ
り

ま
し
た
。
請
地
村
の
他
に
は
次
の
様
な
村

が
あ
り
ま
し
た
（
図
１
参
照
）。

（
上
・
下
）
木き
ね
が
わ
下
川
・
葛
西
川
・
小
村
井
・

亀
戸
・
大
畑
・
隅
田
・
寺
島
・
須
崎
・
小

梅
・
中
之
郷
・
押
上
村
ほ
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
が
、
日
本

で
も
横
浜
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
話
題
に
な
っ
て
か
ら

１
年
が
経
つ
。
そ
の
後
、
世
界
中
に
広
が
り
、
感

染
者
数
１
億
人
は
目
前
、
死
者
数
は
200
万
人
を
越

え
た
。
よ
う
や
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
普
及
し
て
、
発

表
さ
れ
る
感
染
者
数
の
数
字
に
毎
日
驚
く
。

　

町
会
新
聞
の
編
集
も
ネ
ッ
ト
利
用
の
比
率
が
大

幅
に
増
え
て
、
直
接
顔
を
会
わ
せ
る
時
間
が
短
縮

し
て
い
る
。
広
報
部
は
、
今
後
も
更
に
進
化
し
た

ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
新
聞
編
集
が
続
く
事
に
な
る
。

　

世
の
中
が
大
き
く
変
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
対
応
す
る
の
は
当
然
で
、
手
段
は
変
わ
る
が

町
会
員
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
役
目
は
変
わ
ら
な
い
。

　

２
月
に
な
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
ろ
そ
ろ
梅

が
ほ
こ
ろ
び
始
め
る
。
梅
は
、
ま
だ
葉
を
付
け
て

い
な
い
枝
に
花
を
咲
か
せ
て
早
春
を
告
げ
る
。
早

春
ら
し
い
話
題
を
掲
載
出
来
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。
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俳
句
（
寄
稿
）

『
俳
句
』
を
四
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、 

路
地
裏
の
成
人
祝
ふ
日
章
旗

 

下
町
の
よ
く
あ
る
風
景
で
す
。

一
、 

武
蔵
野
の
国
立
音
大
冬
木
立

 

広
い
運
動
場
の
淋
し
そ
う
な
木
立
。

一
、 

霜
路
ゆ
く
守
谷
の
里
の
耳
痛
し

 

茨
城
県
守
谷
市
の
畑
道
で
。

一
、 

一
病
を
気
遣
う
七
草
粥
の
味

 

胃
に
優
し
い
お
粥
は
格
別
で
す
。

　

明
治
一
一
年
（
一
八
七
七
）
の
一
五

区
六
郡
制（
＊
１
）

に
よ
り
墨
田
区
南
部
（
北

㈤ 

東
京
都
墨
田
区
が
誕
生

　

戦
後
の
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）

都
制
改
正
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
東
京

都
は
、
三
五
区
か
ら
現
在
の
二
三
区
に

な
り
、
本
所
区
と
向
島
区
が
合
併
し
墨

田
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。
区
名
の
墨
田

は
墨
堤
の
「
墨
」
と
隅
田
川
の
「
田
」

か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
町
内
に
は
「
向
島
請
地
南
・
元
・

北
」
の
三
町
会
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

の
町
会
の
境
は
こ
の
当
時
の
町
境
が
踏

襲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
２
は
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）

住
宅
協
会
地
図
部
作
成
の
墨
田
区
全
図

か
ら
当
時
の
向
島
請
地
町
周
辺
を
抜
粋

し
ま
し
た
。

㈥ 

現
在
の
地
名
に
な
っ
た

　

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）、
住
居
表

示
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
曳
舟
川

通
り
・
東
武
亀
戸
線
・
十
間
橋
通
り
・

北
十
間
川
・
言
問
通
り
に
囲
ま
れ
た
地

域
が
東
京
都
墨
田
区
押
上
に
な
り
、
向

島
請
地
町
は
向
島
四
丁
目
と
押
上
一
・
二

丁
目
に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
住
居
表
示
変
更
に
よ
り
、
町
会
は

向
島
請
地
南
町
会
が
押
上
一
丁
目
仲
町

会
に
、
向
島
請
地
元
町
会
が
押
上
二
丁

目
町
会
に
、
向
島
請
地
北
町
会
が
向
島

し
た
。

　

お
寺
の
住
職
さ
ん
が
、
予
め
校
長
先
生

に
許
可
を
と
っ
て
頂
い
た
そ
う
で
す
。
早

速
浮
き
浮
き
し
な
が
ら
校
庭
に
集
合
し
、

二
組
に
分
か
れ
て
三
角
ベ
ー
ス
の
野
球
を

や
り
ま
し
た
。
木
造
の
校
舎
、
土
の
グ
ラ

ン
ド
、
紺
碧
の
空
、
近
く
に
那
須
連
山
、

遠
く
に
日
光
連
山
を
眺
め
な
が
ら
の
野
球

を
し
て
い
る
子
供
達
が
、
ま
る
で
当
時
青

春
も
の
で
人
気
の
あ
っ
た
作
家
、
石
坂
洋

二
郎
の
作
品
の
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
い
つ
の
ま
に
か
昼
時
を
過
ぎ
私
た

ち
は
用
務
員
さ
ん
に
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」用
務
員
さ
ん「
ま
た
来
た
ら
よ
か
っ

ぺ
」。

　

お
寺
に
戻
っ
て
昼
食
を
と
り
、
お
寺
か

ら
歩
い
て
20
分
程
の
所
に
あ
る
南
ヶ
丘
牧

場
に
、
散
歩
が
て
ら
行
っ
て
み
ま
し
た
。

南
ヶ
丘
牧
場
に
は
ヤ
ギ
や
牛
が
放
牧
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
し
た
が
、
子
供
達
は
「
可

愛
い
」
の
連
発
で
楽
し
そ
う
で
し
た
。
ヤ

ギ
さ
ん
と
触
れ
合
う
機
会
な
ど
め
っ
た
に

無
い
の
で
癒
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

   

南
ヶ
丘
牧
場
を
後
に
し
て
戻
っ
た
頃
に

は
、
そ
ろ
そ
ろ
帰
京
の
時
間
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
各
自
自
分
の
荷
物
を
整
理
し
庫

裡
と
本
堂
を
き
ち
ん
と
掃
除
し
て
か
ら
、

お
寺
の
庭
に
集
合
し
て
ご
住
職
に
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
、
一
同
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」住
職「
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？
」

一
同
大
声
で「
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
」。

　

こ
の
お
寺
の
住
職
さ
ん
は
、
地
域
で
は

地
区
長
や
青
少
年
委
員
を
勤
め
て
い
て
、

地
域
で
は
か
な
り
の
有
力
者
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
と
い
う
の
は
、
帰
り
の
黒
磯
ま

で
の
バ
ス
が
那
須
湯
本
か
ら
は
満
員
で
く

る
の
で
、
営
業
所
に
連
絡
し
て
私
達
の
為

に
貸
し
切
り
バ
ス
を
一
台
特
別
に
走
ら
せ

て
く
れ
た
の
で
す
。
住
職
さ
ん
の
お
陰
で
、

今
回
は
何
か
ら
何
ま
で
本
当
に
素
晴
ら
し

い
キ
ャ
ン
プ
で
終
わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

十
間
川
以
南
）
は
東
京
府
本
所
区
に
、
墨

田
区
北
部
は
葛
飾
郡
が
分
割
さ
れ
、（
葛

飾
区
・
江
戸
川
区
・
江
東
区
東
部
と
共
に
）

南
葛
飾
郡
に
な
り
、
請
地
村
は
東
京
府

南
葛
飾
郡
請
地
村
に
な
り
ま
し
た
。

㈢ 

請
地
村
が
分
断
さ
れ
た

　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
市
町
村

制
に
よ
り
東
京
市
が
成
立
、
同
時
に
旧
古

川
以
西
一
帯
が
本
所
区
に
編
入
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
請
地
村
は
分
断
さ
れ
、

北
西
部
は
東
京
府
東
京
市
本
所
区
向
島
請

地
町
に
な
り
ま
し
た
。
同
様
に
古
川
以
西

の
村
は
そ
れ
ぞ
れ
向
島
須
崎
町
・
向
島
小

梅
町
・
向
島
中
之
郷
町
・
向
島
押
上
町
に

な
り
ま
し
た
（
図
１
の
赤
△
内
の
地
域
）。

分
断
さ
れ
た
請
地
村
の
南
東
部
は
葛
西
川

村
・
小
村
井
村
・
亀
戸
村
一
部
等
と
合
併

し
南
葛
飾
郡
吾
嬬
村
に
、
同
時
に
大
畑
村

と
上
・
下
木
下
川
村
が
合
併
し
大
木
村
に

な
り
ま
し
た
。

　

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
町
村
合
併

で
は
、
吾
嬬
村
と
大
木
村
が
合
併
し
、
東

京
府
南
葛
飾
郡
吾
嬬
町
に
な
り
ま
し
た
。

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
町
制
に

よ
り
隅
田
村
及
び
寺
島
村
が
南
葛
飾
郡

隅
田
町
及
び
寺
島
町
に
な
り
ま
し
た
。

㈣ 

関
東
大
震
災
後
に
区
画
整
理

　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
関
東
大
震

災
復
興
事
業
で
本
所
北
部
地
区
の
区
画

整
理
が
行
わ
れ
た
地
域
が
、
町
名
改
正

に
よ
り
新
た
な
町
境
が
出
来
、「
向
島
一

〜
三
丁
目
」「
小
梅
一
〜
三
丁
目
」
及
び

「
隅
田
公
園
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
東
京
市
が

三
五
区（
＊
２
）

に
な
り
、
墨
田
区
北
部
の
隅

田
町
・
寺
島
町
・
吾
嬬
町
三
町
で
向
島

区
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
の
都
制

施
行
に
よ
り
東
京
府
が
東
京
都
に
改
め

ら
れ
、
向
島
請
地
町
は
東
京
都
本
所
区

に
な
り
ま
し
た
。

四
丁
目
北
町
会
へ
と
名
を
変
え
て
創
立
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
一
五
〇
年

余
の
間
に
住
居
の
表
示
が
五
回
も
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

〈
注
〉

＊
１　

一
五
区
は
、
麹
町
・
神
田
・
日
本
橋
・
京
橋
・
芝
・
麻
布
・

赤
坂
・
四
谷
・
牛
込
・
小
石
川
・
本
郷
・
下
谷
・
浅
草
・
本
所
・

深
川
。
六
郡
は
、
荏
原
・
南
豊
島
・
東
多
摩
・
北
豊
島
・
南
足
立
・

南
葛
飾
郡
。

＊
２　

一
五
区
に
加
え
、
六
郡
の
中
か
ら
次
の
二
〇
区
が
新

た
に
生
ま
れ
た
。
品
川
・
荏
原
・
目
黒
・
渋
谷
・
淀
橋
・
豊
島
・

滝
野
川
・
荒
川
・
向
島
・
城
東
・
蒲
田
・
大
森
・
世
田
谷
・
杉
並
・

中
野
・
板
橋
・
王
子
・
足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川
区
。


